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新型 Audi A3 Sportback e-tron 
 

・アウディ初のプラグインハイブリッド（PHEV）モデル 

・「EV」を含む4つの走行モードが選択可能 

 

Audi A3 Sportback e-tronは、アウディ初の市販プラグインハイブリッドモデル（PHEV）です。1.4 TFSI

エンジンに加えて、出力80kWの電気モーターと、エネルギー容量8.7kWhのリチウムイオンバッテリ

ーを搭載することで、電気モーター単独のEVモードでも、52.8km（国土交通省審査値）の走行を可能

にしており、TFSI エンジンと電気モーターを併用したハイブリッドモードでも、JC08 モードで

23.3km/ℓという卓越した燃費効率と、0-100km/hを7.6秒*
1
で加速する俊敏なパフォーマンスを実現

しています。 

 

今日、EVも様々なタイプが市販されるようになって、そのアドバンテージが、ひと昔前に想像されてい

た以上に幅広いものであることが、一般の人々にも理解されるようになってきました。EVは実際、たん

にゼロエミッションというだけでなく、従来型の内燃エンジンで走るクルマよりエネルギー効率に優れ、

静かで、ドライバビリティも優れています。しかしその一方で、現在のテクノロジーでは、バッテリー

だけで走るEVの航続距離はある程度限られ、充電にそれなりの時間がかかるのも事実です。そこで注目

されるようになったのが PHEV で、内燃エンジンと電気モーターを組み合わせたドライブユニットを搭

載する点は従来型のハイブリッドカーと共通ですが、外部から充電可能で、一定以上のエネルギー容量

を持った駆動用バッテリーを搭載することで、EVとしての日常機能と、いざという場合の航続距離性能

を両立しているところが何よりの特徴です。 

 

Audi A3 Sportback e-tronは、そうしたPHEVならではのアドバンテージを、クルマ作りに関するアウ

ディの経験とノウハウを結集することで、最高のレベルにまで高めたモデルであり、ゼロエミッション

のEVとしても、航続距離の長い効率的なハイブリッドカーとしても、さらにTFSIエンジンと電気モー

ターの組み合わせによる卓越したパワーを備えたスポーティカーとしても、第一級の仕上がりのクルマ

になっています。そんなAudi A3 Sportback e-tronはまさに、今日乗用車に求められるさまざまな要件

を高度に満たした新時代のプレミアムコンパクトカーであり、アウディが今後進むひとつの方向を明確

に示唆した製品です。 
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Technical Information：詳細説明 

 

プラグインハイブリッドのドライブシステム 

 

Audi A3 Sportback e-tronには、ガソリンエンジンと電

気モーターを組み合わせたハイブリッドのドライブユニ

ットが採用されています。さらに、外部からの充電が可

能なリチウムイオンバッテリーを搭載することで、電気

モーターだけで 52.8km（国土交通省審査値）の連続走

行を可能にしており、日常的にはガソリンエンジンを使

わずに、ゼロエミッションのEVとして利用することがで

きます。電気モーターのパワー/トルクは 80kW / 

330Nm であり、電気モーターの特性上静止状態からで

も高いトルクを発揮できるため、ガソリンエンジンに頼らなくても日常的なドライバビリティは充分以

上であり（0-60km/hの加速タイムは4.9秒*
1
）、最高速130km/hの性能を有します。 

 

一方、搭載するガソリンエンジンは、直噴システムとインタークーラー付ターボチャージャーを採用し

た1.4ℓの直列4気筒DOHC16バルブユニットで、パワーは110kW（150PS）を発揮します。アルミ

製のシリンダーブロック / ヘッドを採用することで、重量が単体で約 100kg と非常に軽量に仕上げら

れており、250Nm の最大トルクを 1,500～3.500rpm の幅広い回転域で発揮するフレキシブルな特性

を誇っています。 

 

ギヤボックスは、プラグインハイブリッドモデル用に特別に開発された6 速 Sトロニックを採用してい

ます。Sトロニックは今日多くのアウディモデルに搭載されているデュアルクラッチを採用した効率的で

かつスポーティな走行にも対応したオートマチックトランスミッションですが、プラグインハイブリッ

ドモデル用のユニットには、エンジン及び電気モーターとギヤボックスを含めたドライブトレインとの

接続を解除する3つめのクラッチが内蔵されています。 

 

Audi A3 Sportback e-tronは、原則として（バッテリーの充電レベルが水準以下にあるか、外気温が非

常に低い場合を除いて）スタート時に電気モーターだけのEVモードで走行しますが、バッテリーの充電

レベルが一定以下まで落ちるか、もしくはドライバーがアクセルペダルを踏み込んで大きなパワーを要

求した場合（キックダウン時）には、自動的にハイブリッドモードに切り替わります。ハイブリッドモ

ードになると、クルマは走行状況に応じて、TFSI エンジンと電気モーターの併用、もしくはそれぞれの

単独で駆動されるようになります（Audi A3 Sportback e-tronは前輪駆動モデルです）。また、ハイブリ

ッドモードのまま、Sトロニックのシフトモードを Sにすると、TFSIエンジンと電気モーターが同時に

働く状態になって、150kW（204ps）/ 350Nmのシステムパワー / トルクがフルに発揮されるように

なります。結果、Audi A3 Sportback e-tronは0-100km/hを7.6秒*
1
で駆け抜けます。また、ハイブ

リッドモード及びシフトモード S で、ドライバーがアクセルオフにした場合には、エネルギー回生の機

能が働いてクルマに一定の減速Gがかかりますが、シフトモードをDにした状態では、アクセルオフに

してもエネルギー回生は働かず、ドライブシャフトからエンジンも電気モーターも切り離されて、クル

マは慣性力により転がっていく「滑走」モードになります。そのほうが、エンジンブレーキの影響も受

けずに走行距離が延びると判断されるからです。 

 

ハイブリッドの走行モードは、一般的な「Hybrid Auto」、充電量を維持しながら走行する「Hybrid Hold」、

積極的にバッテリー充電を行う「Hybrid Charge」、電気モーターだけで走る EVモードを含む4種から

選択できます。ダッシュパネルにあるEVボタンで選択、切り替えを行います。Hybrid Autoの状態でも、

S トロニックのシフトモードをD のままか S にするかで、システムの制御プログラムが変り、走行性能

やフィールがかなり違ったものになるのは前述のとおりです。 



 
 

 

電気モーター 

S トロニックのギヤハウジングと一体化される形で

Audi A3 Sportback e-tronに搭載されている電気モー

ターは、3 相交流永久磁石同期型のユニットで、前述

のとおり、80kWのパワーと最大330Nmのトルクを

発揮します。モーター単体の重量は 34kg と、軽量に

仕上げられており、外側のステーターには水冷するた

めのクーリングジャケットをめぐらせています。また、

TFSIエンジンとモーターのあいだには、運転をスムー

ズにするためのデュアルマスフライホイールが置かれ、

S トロニックのギヤ機構とのあいだは、クラッチによ

り必要に応じて断絶される仕組みになっています。 

 

1.4 TFSIエンジン 

Audi A3 Sportback e-tronに搭載される1.4 TFSIエンジンは、モジュラー設計による最新世代の直列4

気筒ユニットのひとつであり、前述のとおり、鋳造アルミ製のシリンダーブロックを採用するなどして、

重量を100kg程度に抑えるなど、軽量コンパクトな設計と、卓越した燃費効率、高トルクを低い回転数

から発生する優れたドライバビリティを最大の持ち味にしています。また最新世代のTFSIエンジンに共

通の技術的特徴として、シリンダーヘッドと一体化し冷却のためのウォータージャケットを通した排気

マニフォールドと、2系列のエンジン冷却回路、高効率の冷却ポンプを用いたサーマルマネジメントシス

テムを採用し、ウォーミングアップ時間の短縮と燃費の削減を行っています。 

 

今回のAudi A3 Sportback e-tron用のユニットでは、プラグインハイブリッドカー特有の、場合によっ

ては長期間 E モードのみで走行する状況も想定して、ピストンリングとベアリングに特別なコーティン

グを施すなどの対策を行っています。 

 

TFSI エンジンは、ほかのAudi A3 モデルの場合同様、フロントに横置きしてマウントされていますが、

S トロニックのギヤボックスとのあいだに電気モーターを配置するために、エンジンの搭載位置は約

6cm右側に移動しています。 

 

リチウムイオンバッテリー 

Audi A3 Sportback e-tronの後席床下に搭載されてい

るリチウムイオンバッテリーは、あわせて8.7kWhの

エネルギー容量を備え、充電状況に応じて 280～390

ボルトの電圧を発生します。このバッテリーは、それ

ぞれ 12 ずつのセルからなる 8 つのモジュールで構成

されており、セルの数の合計は 96 にも達します。制

御のための電子装置などを含めて、バッテリーシステ

ムの総重量は約125kgです。バッテリーハウジングの

下側は鋳造アルミ製になっており、上側のフタはポリ

マー製です。 

 

バッテリーは25℃を理想的な運転温度としているため、バッテリーには精巧な空冷システムが内蔵され、

4 つの冷却プレートを介して 8 つのモジュールの温度を最適に保っています。この専用に設けられた低

温の冷却回路により、必要に応じて、パワーエレクロトニクスや充電器の冷却も行われています。この

洗練された冷却システムのおかげで、Audi A3 Sportback e-tronは、暑い真夏や凍てつく真冬の天候下

でも、電気モーターだけで走行することが可能になっています。 

 



 
 

 

高電圧リチウムイオンバッテリーを後席床下に搭載したために、燃料タンクの位置は、もともとフロン

トにあった12Vの通常のバッテリーとともに、リヤアクスルの上に移されています。燃料タンクの容量

は40ℓと、通常のAudi A3より若干小さくなっていますが、それでも優れた燃費効率により、電動モー

ドと併せて、卓越した航続性能が実現しています。また荷室容量も、5人乗りの状態で280ℓ、リヤシー

トを完全に折り畳めば最大1,120ℓと、充分なレベルを確保しました。 

 

パワーエレクトロニクス 

もうひとつ、プラグインハイブリッドのドライブシステムを構成する重要なコンポーネントがパワーエ

レクトロニクスです。Audi A3 Sportback e-tronに搭載されたものは、容積わずか8ℓ、総重量10kgと

いうコンパクトな設計で、6つの高性能トランジスターによりリチウムイオンバッテリーから供給される

直流電流を 3 相交流電流に変換して電気モーターに送っているほか、DC/DC コンバーターも内蔵して、

12V の車載電装パーツにも、電気を供給しています。また、電気モーターが充電つまりエネルギー回生

モードに切り替わったときには、パワーエレクトロニクスが電気モーターからの交流電流を直流に変換

して、リチウムイオンバッテリーに送り戻します。 

 

バッテリーの充電 

外部からリチウムイオンバッテリーの充電を行うため

の充電ポートは、フロントのシングルフレームグリル

内に設置されており、フォーリングスのマークをスラ

イドさせることで現れます。ポートの横には 2 つのボ

タンが設置されていて、それを押すことで、即座に充

電を開始するか、タイマーを働かせて後で始めるか、

選ぶことができます。なお、バッテリー充電のタイマ

ー設定については、MMIナビゲーションプラスのスペ

シャルメニュー及び、Audi connect e-tron servicesを

介して手持ちのPC、スマートフォン、タブレット端末

からでも可能です。 

 

充電に要する時間は、家庭用200V電源からの場合、最大約3時間です。Audi A3 Sportback e-tronに

は、2.5m の充電ケーブルが標準装備されているほか、オプションで 7.5m の充電ケーブルと、スマー

トで安全な充電が行える純正のAudiチャージングドックが用意されています。 

 

Eモードで走行したときのエネルギーコストは、電力会社との契約にもよりますが、一般的な契約でも通

常のガソリン車の2分の1程度と試算されています。 

 

 

Audi A3 Sportback e-tronのシャシー 

 

一部にアルミ部品を使ったフロント マクファーソンストラット、リヤ 4リンクのサスペンションシステ

ム、ダイレクトなギヤレシオを備えた電動パワーステアリングなどは、ほかのAudi A3モデルと共通で

す。ただしこのモデルでは、高い運動性能に対応して、標準装備のエレクトロニックスタビリゼーショ

ンコントロール（ESC）に、2段階で機能を制限／キャンセルできる仕組みと、コーナリング性能を高め

るトルクベクタリングの機能を内蔵させています。 

 

また、同じく標準装備されるアウディ ドライブセレクトにより（comfort、auto、dynamic、individual

の 4 つのモードから選択）クルマのキャラクターをドライバーの好みやその状況のニーズに応じて、変

えることができます。このモード選択により、アダプティブクルーズコントロールの制御プログラムも

対応することになります。 



 
 

 

ホイールは、e-tron専用に新開発された15スポークデザインの17インチアロイホイールを標準装備し

ます。同じく e-tron用に特別に開発された低燃費タイヤが装着されており、燃費の削減に貢献していま

す。 

 

 

専用デザインと装備 

 

Audi A3 Sportback e-tronは、内外装のいくつかの部分で、通常のAudi A3 Sportbackと異なるデザイ

ンが施されており、また前述の低燃費タイヤのように、PHEVとしての機能や性能を高める特別な機構や

装備も搭載されています。 

 

まずエクステリアでは、シャシーの項で紹介したホイ

ールのほか、フロントのシングルフレームグリル、前

後バンパー、サイドスカートなどが専用デザインにな

っています。シングルフレームグリルは、全体をマッ

トブラック仕上げにして、14本（通常のモデルは7本）

の水平バーにそれぞれ繊細なクロームのストリップを

配しているほか、フォーリングスのエンブレムをスラ

イド可動式にして、背後にバッテリー充電用のポート

と操作ボタンを設置しました。フロントバンパーには、

専用デザインのエアインレットが納まり、リヤバンパーの下側にはプラチナグレーにペイントされたデ

ィフューザーが設置され、そこにクローム処理された水平の細いスロットが開けられています。排気パ

イプは外からは見えない設定で、e-tron のエンブレムがシングルフレームグリルに輝いています。オプ

ションで、LEDヘッドライトとルーフレールも装着することができます。 

 

一方インテリアの専用デザインは、ダッシュボードと

セレクターレバーのグリップに設置されたe-tronのエ

ンブレム、そしてメーターパネルの左側に設置された

パワーメーターです。このメーターは、ドライブシス

テム全体の出力と、充電を含めた現在の状況を示すも

のです。エンジン回転数は、スピードメーターとパワ

ーメーターのあいだのディスプレイに表示されます。

また、ハイブリッドシステムのエネルギーフローの状

況は、ダッシュボード中央にポップアップする MMI

ナビゲーションプラスのモニターにも、精巧なアニメーションによって映し出されます。 

 

Audi A3 Sportback e-tronには、MMIナビゲーション

プラスが標準装備されていますが、これにも、前述の

ハイブリッドシステムのパワーフローの表示など、

e-tron 専用の機能が追加されています。またアウディ

独自の革新的なオンラインサービス、Audi connectに

より、ネット環境を介して、様々な情報やサービスを

得られる点は他の Audi モデル同様ですが、Audi A3 

Sportback e-tron の場合はさらに、Audi connect 

e-tron servicesと呼ばれる、このモデル専用のサービ

スが提供されます。このサービスを利用すると、車両の現在位置、バッテリーの充電レベル、EVモード

での航続可能距離、ドアロックやライト点灯状況など、所有するAudi A3 Sportback e-tronに関する様々

な情報を遠方にいながら確認することができます。また、エアコンやバッテリー充電のタイマー設定、



 
 

 

バッテリー充電の終了操作などを離れた場所から実行することができます。Audi connect e-tron 

services の利用は、専用のアプリをダウンロードしたスマートフォンなどの手持ちのモバイル機器、も

しくはmyAudiウェブポータルに登録して、その画面から行うことになります。なお、このAudi connect 

e-tron servicesは、2015年末までには利用できる予定です。利用可能となり次第、スマートフォン用の

アプリが、Apple App StoreもしくはGoogle Playより入手できるようになります。 

 

*1 欧州仕様車測定値 


